
二 子 山 (神石郡神石町永野 )

山城志第2巻 5号 に二子山城についてかいてみま

したが、その後関連のあることについて、調べ

て見ますと、最 も重要であるのに不
盟喜

ことは

備中府志その他に「 和田合戦後備中猿滝城に蟄

居しその後備後国長野村二子山城主となる」と

ある横山右馬充時兼 と父権頭時広が菩提寺法光

寺の過去帳にのっていないことです。

前回でも述べました萩藩における横山氏は

500石 も知行を食んでいることでもあり更に横

山道租法師丸は関東の住人にして後醍醐天皇南

都行幸の後正平16年 (1351)宮方に参じて同年9

月14日 常陸親王より令旨を下し置かれると伝え

られ現に所持していることからして横山系の嫡

流と思われ、当時はかなり勢力を有した武士で

あったことが窺われ、二子山城主の横山氏 と同

一家系である確率は高いと考えられます。

大内氏の家臣にも横山氏はいても、これは、

岩国横山の地名をとって横山を称した氏で萩藩

の横山氏とは違うようです。

ここらの解明が

今後の課題 として

残 りました。

二子山城につい

ては直接合戦につ

いての記録 は前回

で述べました八ツ

塚合戦以外が見つ

か りませんので、

神石町内で横山の

系統を伝える系図

がありますので転

載し これを中心に

して横山氏一統の

流れと動静を考察

して見たい と思い

ます。 (後掲 )

この系図は「 七党

系図 」「 小野姓横山党略系図 」か ら見て時兼以

前の系に誤謬が多いのではないか と思 われます。

ただ小野氏は一般的には敏達天皇の子孫 とさ

れていますが正 しくは孝昭天皇の皇欄 結彦

聯 入命の子孫で近江国滋賀県小野村に住んでい

たので小野を氏 としたのですが、春日氏の支族

であったことか ら最初 は春日小野氏 といってい

たようです。

まず和田合戦 (1213)後 時兼が居城 し た備中

猿滝城祉を見ますと(現岡山県阿哲郡哲多町 )

三方 とも険阻で登るすべ くもな く、一方僅かに

小経 をもって通 じています。前方は一面に老松

古杉か鬱蒼 として茂 り背面一帯は断崖絶壁で風

景は頗 る絶佳です。

合戦に際 しては食糧 と水の問題を除けば難攻

不落の要害 と思われます。

この城についての古記口碑その他に

①正 治 2年 (1200)梶原景時が誅せられて和

田義盛が これに代 ると其の臣横山右馬亮が猿滝
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城主 となってこの本郷 (現哲多 町役場所在地一

帯 )を 治めたが長 くは続かなかった。この右馬

亮は和田合戦が建保元年 (1213)で すか ら二子

山城主 となった時兼 と同一人 と思われる。

②細川の勢力 も応仁の乱頃まで続いたが正長

元年 (1428)上 房郡井山城主細川民部小輔持久

の配下横山右馬売兼家を則安猿滝山に出城させ

てこの地に勢力を振 った。

(① と②の横山右馬亮は同系であるかどうか、

200年 の差力
'あ

るのではっきりしません。)

③合戦に際 して水米 を絶って落城 させ た。

④城谷には五輪塔が多 く群をなして積んであ

り戦死者の墓と思われる。他に宝筵印塔あり。

⑤馬洗の池あ り将兵の馬を洗 った所 という。

⑥び くに屋敷跡あ りかつて女房達の住居と伝

え られる。

⑦城主が敗退に望んで財宝を埋没 して去った

と伝えられる所あり。

これ らは二子山城主につながる横山氏 との関

連があるのか正長元年に入城 した横山氏に関す

るものか不明です。

この系図では、重忠を初代 としてその子重望

が築城在城 したことになっていますが、これは

他の資料記録 と異っています。が如何な ものか

横山家菩提寺「 法光寺 」 (神石郡神石町永野 )

と思います。

城主の墓を調べて見ます と、重忠を初代 とし

五代忠義 (八 ツ塚合戦で討死 )と 未亡 人の墓以

外はそ
島逸

しい ものが見当 りません。

ただ楢原山城 (神 石町草木 )に移 った九代義

国 十代義隆の墓 と称されているものはあ ります

が城主の墓 としては、ぁまりに もみすぼらしい

とい う思いが します。

重望の弟資忠は江草村 (現神石町 )に住 して

江草氏を名乗 るとありますが、この資忠の子元

忠 (江草和泉守 )は備後宮内桜山舷俊の命を受

け元弘元年 9月 9日 Jヒ条高時討伐の軍を起 し山

野村 (現福山市 )戸屋ケ丸山城主大原経信 (宇

田源氏佐々木氏族 )を 攻落 し同城に在城 してい

たようですが後北条軍に攻められ落城 し服部村

(現福山市 )椋山城に入城 し防 ぐも支え難 く桜

山本城に退 き、子息元治、忠氏等は、服部高山

の山中へ逃げこんだようですが、更に一部の者

は神石郡坂瀬川 (現三和町 )辺へ逃げこんだょ

うで現に江草を名乗っている旧家があ ります。

資忠 より十二代元房は天文20年四川滝山城に

て討死十三代元義は四川 滝山城より備中国吉城

へ逃げています。十四代元政は山野村庄屋で、

水野勝成の猟友であったと伝えられています。

二代横山重望は

二子山城下の地名

永野を名乗ってい

ますが、末裔の元

広島県知事永野巌

雄氏は知事在職中

再三菩提寺法光寺

へ墓参されましれ

又同氏の尊父永野

護氏 (元運輸大臣 )

は二子山城跡一帯

の購入を計画 され

ましたが、実現 し

なかったようです。

七代俊綱の弟俊

親は帝釈峡犬潮

(神石町 )に あ り

ます矢不立城主庄
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野家 (大職冠鎌足の後裔 )へ養子に行 き次郎 と

名乗 り天文20年奴可郡久代三河 (宮氏 )に属 し

同郡国広城 (現比婆郡東城町帝釈 )田辺美作守

を攻め敗れ とあります。これが有名な末渡合鞠

です。後沼隈郡山手村に移れ りとあります。

十代義隆は父九代義国をつれて草木村 (現神

石町内 )楢原山城に移っていますが理由は二子

山は要害なれど水なき為 と書いてあります。

それが理由の総べてではない でしょう力、

たしかに二子山城周辺 は水が 少 く現今 で も年

によっては水田の田植に困ることがあります。

一方楢原山城下は覆桝り||が 流れ水量は豊富です。

この義隆の長子隆国は、天文 3年 (1534)大

内旗下の士 となって福山市津之 郷小森城 (館 )

に移 り山手銀山城主杉原盛重に任 え中世末期に

おける備南の有力武士の 1人 であ りました。

長子が津之郷へ移ったことは内輪の事情 もあ

ったでしょうが毛利氏の影響ではないかと思わ

れます。杉原氏滅亡後は毛利氏 より所領を安堵

され、関ケ原合戦後毛利氏の防長移転に従わず、

帰農 し、後元和 5年 (1619)水 野勝成が備後に

入府するに及んで長子五郎右工門庄屋 となり舎

弟惣右ヱ門は 200石 を賜 り家人に召出されてい

ます。このことは同族江草氏 ともに水野勝成 と

関係が生 じていることは不思議な因縁 と思いま

す。 横山家はその後代々庄屋として小森城

(館 )跡に住みつづけてきたのですが、山陽新

幹線工事のためこの館はなんの痕跡 も残 さず消

えさっていることは、時代の流れ とはいえ残念

なことです。

ただ小森城主の氏寺月光寺の系図では初代城

主は義隆の長子隆国ではなく弟の資員となって

いるそうです。

楢原山城主としての横山家は義隆で終 り、そ

の後は完全に毛利氏の支配下に入ったようです。

その後二代神石郡司をつ とめてお りますが、こ

の系図以外で同 じ流れ といわれている高光村

(現神石町 )住の横山家か らも1人つとめてい

るようです。

前回述べました天文22年毛利元就が西城町の

宮氏を攻めたとき義隆は宮氏の応援にいったと

神石郡誌にあるのはなにかの誤 りで久代記によ

ります と天文 5年義隆ではなく一族と思われる

横山長門守が応援に行 き相手は毛利ではなくて

尼子氏で戦功があったようです。

以上二子山城について述べましたが時兼か ら

義隆まで実質十二代 と層われる約 300年余戦国乱

世を切 りぬけたことは神石地方山城の主として

は稀なことで別段善政をしいたためとは思われ

ませんし、善政をしくことが生存に役立つ時代

ではなかったでしょうか ら尼子 と毛利 さらには

身近な宮氏などの間をうまく立ち廻わっていた

と思われます。

その 1つのあらわれとして、河内守義隆の男

横山市郎右ヱ門尉の次男清兵衛尉は宮上総介高

盛が西城大富山城に移 った後の久代河内城の城

代 をつ とめた高尾新介の養子 となっています。

こうしたことは他に もあるでしょう。

最後に往時二子山所在地 、旧永渡村時代小学

校の運動会歌に「 二子の山の動 きなく」と高 ら

かに唱われたことを思い出しなが ら終 ります。
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